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上
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上
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。
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年年春春闘闘統統一一要要求求（（抜抜粋粋））年春闘統一要求（抜粋）
セメント生コン関連

．経済要求
（ ）正規労働者の賃金引き上げについて
組合員一律 円（定期昇給含む）以上。

（ ）日々雇用労働者の就労条件改善について
日額賃金の引き上げ
・日額賃金を 円の引上げ。
・日額賃金総額 円以上。
時間外割増賃金
時間外の切り捨てをせずに計算。
誘導員の配置について
・少量出荷であっても安全確保のため誘導員を確保。
・ 以上は、 名以上の誘導員を確保。
・ 以上は、 名の誘導員を確保。
就労の際の印紙貼付については、労働保険の印紙のみを貼付することは明確な
違法行為となることから、社会保険ならびに労働保険の両方を貼付。
日々雇用労働者の供給は関西労供労組協議会（ ）加盟団体を優先使用。
以下略

（ ）正規労働者の一時金要求について
年間一時金を昨年実績以上。
以下略

（ ）福利厚生資金について
昨年実績以上とされること。
日々雇用労働者の福利厚生基金については、別途協議。
・夏場における熱中症対策を行うため、空調服の支給
・インフルエンザの予防接種補助（家族含めた）
・安全靴・安全帯の支給
・その他、文化行事、イベントなどの企画・観賞

．制度要求

（ ）人員補充について
安全運行・安定供給体制の確立にむけ、各社においては「貨物自動車運送事業
輸送安全規則」に基づく適切な乗務員の確保及び車両台数に見合う人員を確保。
製造労働者の過重労働をなくすため必要人員の確保。
日々雇用および有期雇用は臨時的・短期的な業務に限定し、継続的な業務では
たらく労働者は期間の定めのない雇用契約にきりかえ正社員化を推進。
非正規労働者の正規化を先行させるため、昨年合意されたモデル賃金に基づく
新規採用者の雇用を促進。

（ ）定年制・雇用継続について
改正高齢者雇用安定法にもとづき、定年制を廃止するか、定年年齢を年金開始
年齢または 歳まで引き上げ。
雇用継続制度を理由とする 歳以降の労働者の賃金・一時金の切り下げは行わ
ない。但し、本人の希望により就労軽減などの処置をとるときは労使協議。
高年齢者雇用安定法（ 歳までの就業機会確保・令和 年 月 日施行）が施行
される。 歳以降の労働者で、身体の状況や就業の適正に問題のない者につい
ては、積極的に就業の機会を与えられること。
中 略

（ ）新型コロナウィルスに関する要求
新型コロナウイルスに感染した疑いのある者（感染者の濃厚接触者にあたる者
や会社がそれと同等と思われる者）に対して、会社から休業要請をした場合、
または保健所・医療機関・その他公的機関から自宅待機等の指示が出た場合、
その休業期間については、年次有給休暇とは別に特別有給休暇を付与し、標準
報酬日額の ％を補償。
新型コロナウイルス感染が判明した場合、治療期間については と同等扱い。
会社内において新型コロナウイルスの「クラスター」が発生した場合等には労
災申請をおこなわれること。また、労災認定がされた場合には労災として処理
し、その後の後遺症等が残った場合やその他不測の事態が生じた場合には、関
係公的機関の判断に準じることとし、労災認定までの期間及び「待機期間」に
ついては と同等扱い。
以下略

．政策要求について
（ ）生コンクリート協同組合の加盟企業の経営安定と、労働者の生活

と雇用を守るために
生コンワーカーダイジェスト版と総集編（ つの工程）に基づく、生コンワーカ
ーの標準的ワークビデオの活用をはかり新人研修制度の確立。
安全・安定的な生コン輸送態勢の確立をはかるため、企業の枠を超えた輸送の
ネットワーク化を進めるなど当面の緩和策。
大阪広域生コンクリート協同組合において、生コンの納入予定の精度向上及び
月間運搬能力を加味した割決やブロック・企業の枠を超えた連携。
上記課題推進を図るには、労働者・労働組合相互間及び企業相互間の公正競争
の実現が必要不可欠であり、企業横断的な労働協約の発展とともに「労働協約
モデル」「モデル賃金」をベースにオーナー会参加の企業に対して拡張適用。
生コンクリートの購入契約は、生コン事業協同組合の表示価格とし、原材料や
燃料など「生産経費」に特段の事情が生じた場合は契約内容の変更が行える契
約形態が図れるようゼネコンをはじめとするユーザーに理解を得られること。
以下略

以 上

トラック関連
．賃金引き上げ・賃金制度等について

（ ）賃金引き上げ
組合員平均 円以上（月額）。
日給労働者については、日額 円以上、パートなどの時間給労働者につい
ては時間額 円以上。

（ ）最低賃金（家族手当、通勤手当を除く所定内賃金）について
歳以上の労働者の最低賃金。
．月額 円以上
．日額 円以上
．パートなど時間給労働者の最低時間給を 円以上
歳労働者の最低賃金を月額 円以上。
歳労働者の最低賃金を月額 円以上。
中 略

（ ）運転労働者の 時間あたりの通常賃金単価の最低額
大型運転者 円以上
中型以下の運転者 円以上

（ ）職種別最低保障賃金
普通（小型）運転者（勤続 年の所定内賃金）
月額 円以上。
大型運転者（勤続 年の所定内賃金）
月額 円以上。
中 略

（ ）夏季一時金要求
夏季一時金を組合員一人平均 円以上。
パート、臨時などの労働者についても同様の取り扱い。
夏季一時金の支給日は、 月 日まで。

．労働時間に関する要求
（ ） 日の実労働時間を 時間、 週の労働時間を 時間以内。
（ ）年間所定労働時間を 時間以内とし、年間総労働時間は 時間以内。
（ ）完全週休 日制を実施し、年間休日を 日以上。
（ ）労働時間を短縮するにあたり、賃金引き下げにならないよう所定内賃金及び
固定給の引き上げ。また、各人の平均月収の 割以上を通常賃金として月額固定
給に改善。
（ ）上記をふまえつつ、休日労働は 週間に 回以内とし、休日労働をおこなわ
せる場合でも、 週につき 日以上の休日を最低限付与。

以下略

．休暇制度に関する要求
（ ）年次有給休暇
採用時より 日間以上、初年度 日を付与。
勤続 年以上の勤務者に対しては、最高 日を付与。
特定勤務者（パート労働者など）についても、前 、 項に準じる。
中 略

年次有給休暇及び特別有給休暇の賃金は、平均賃金。
以下略

．定年制・雇用継続・退職金の要求
（ ）定年制・雇用継続について
改正高齢者雇用安定法にもとづき、定年制を廃止するか、定年年齢を 歳まで
引き上げ。継続雇用制度をとるところでは、希望者全員を 歳まで雇用継続。
あわせて、 歳以上であっても身体の状況や就業の適性について問題のない者
については、積極的に就労の機会を付与。
中 略

（ ）以下の金額を基準に退職金制度を確立と。
勤続 年の定年退職金を 万円以上。
中 略

（ ）退職金の担保、保全措置。
退職給付債務積立金の不足を理由とする退職一時金、退職年金の給付水準の引
き下げ、退職年金の労働者負担分の増額などには反対。
税制適格退職金・（企業）年金制度は、大企業では確定給付型（厚生年金基金を
含む）、中小企業では中退金への継続を原則。

（ ）定年、会社都合及び業務上の傷病・死亡による退職についての退職金の割増
し制度を確立。 歳以上、勤続 年以上の労働者が、自己都合または私傷病での
死亡により退職する場合、退職金の割増しも含め定年あつかい。
（ ）パート、派遣、委託、請負労働者などの退職金制度を確立。

中 略

．福利、厚生に関する要求
（ ）社会保険料（健康保険料、厚生年金保険料、雇用保険料、介護保険料）の負担
割合を労働者 割、使用者 割。
中 略

（ ）新型コロナ感染防止のために
新型コロナウイルスに感染した疑いのある者（感染者の濃厚接触者にあたる者
や会社がそれと同等と思われる者）に対して、会社から休業要請をした場合、
または保健所・医療機関・その他公的機関から自宅待機等の指示が出た場合、
その休業期間については、年次有給休暇とは別に特別有給休暇を付与し、標準
報酬日額の ％を補償。
新型コロナウイルス感染が判明した場合、治療期間については と同等扱い。
会社内において新型コロナウイルスの「クラスター」が発生した場合等には労
災申請をおこなわれること。また、労災認定がされた場合には労災として処理
し、その後の後遺症等が残った場合やその他不測の事態が生じた場合には、関
係公的機関の判断に準じることとし、労災認定までの期間及び「待機期間」に
ついては と同等扱い。
以下略

以 上
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団
法
人
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連
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ナ
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（
近
畿
生
コ
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連
協
議

会
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が
産
業
別
モ
デ
ル
賃
金
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合
意
書
に
調
印
し
、
オ
ー

ナ
ー
会
、

双
方
は
広
報
活
動
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も
っ
て
正
規
雇

用
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を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
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非
正
規
労
働
者
が
主
流
の
輸
送
体
制
は

異
常
で
あ
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認
識
に
た
っ
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こ
の
度
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産
業
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モ
デ
ル
賃
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確
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あ
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っ
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セ
メ
ン
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生
コ
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働
く
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ド
ラ
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規
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が
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い
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状
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な
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春
闘
時
の

確
認
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容
「
オ
ー
ナ
ー
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非
正
規
労
働
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が
主
流
と
な
っ

て
い
る
輸
送
体
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に
つ
い
て
異

常
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

法
令
遵
守
の
立
場
か
ら
慢
性
的

人
手
不
足
の
解
消
、
安
定
供
給

体
制
の
確
立
に
む
け
、
協
議
会

と
真
摯
に
協
議
し
打
開
策
を
講

じ
る
」
に
基
づ
き
、
正
規
雇
用

化
に
向
け
た
春
闘
の
継
続
審
議

事
項
と
し
て
、
労
使
双
方
の
代

表
者
で
構
成
す
る
「
モ
デ
ル
賃

金
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
小

委
員
会
の
中
で
協
議
を
継
続
し

産
業
別
モ
デ
ル
賃
金
の
確
立
と

い
う
到
達
に
い
た
り
ま
し
た
。

賃
金
は
年
齢
別
に

歳
（
年

収

万
円
）

歳
（

歳
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か
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同
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取
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、

年
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（

万
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さ
れ
る
も
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と
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っ
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ま
す
。

実
行
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

新
規
採
用
者
の
促
進
を
め
ざ
す

確
立
さ
れ
た
モ
デ
ル
賃
金
を

活
か
し
、
新
規
採
用
者
の
促
進

と
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
労
使
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
理
解
を
深
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
オ
ー

ナ
ー
会
加
盟
企
業
の
多
数
が
未

組
織
企
業
で
輸
送
体
制
は
非
正

規
あ
る
い
は
、
外
注
の
輸
送
体

制
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
就

業
規
則
は
も
と
よ
り
退
職
金
制

度
も
な
い
企
業
が
多
数
な
の
が

実
情
で
す
。

業
界
全
体
で
理
解
を
深
め
新

規
採
用
者
を
促
進
さ
せ
て
い
く

た
め
の
広
報
活
動
と
し
て
、

で
作
成
し
た
モ
デ
ル
賃

金
ビ
ラ
を
関
西
支
部

（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
大
阪
広
域
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
加
盟
企
業

に
、

月

日
か
ら

月

日

ま
で

ヵ
月
間
に

社

工
場
訪
問
し
、
合
計

枚
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
対
話

が
難
し
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
積
極
的
に
対
話
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
企
業
も
多
数
あ
り
、

一
定
の
周
知
は
は
か
れ
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

年
春
闘
交
渉
の
な
か
で
、

よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
て
新

規
採
用
者
の
促
進
を
め
ざ
し
、

と
オ
ー
ナ
ー
会
の
集

団
的
労
使
関
係
の
発
展
を
め
ざ

し
ま
す
。

月

日
午
前

時
か
ら
、
バ
ラ
部
会
独
自
の
組
織
拡
大

行
動
と
し
て
、
藤
長
執
行
委
員
、
紀
平
執
行
委
員
、
村
井
特

別
執
行
委
員
で
大
阪
、
堺
地
域
の
セ
メ
ン
ト

工
場
前
に
て

支
部
独
自
ビ
ラ
、
バ
ラ
部
会
ビ
ラ
、
マ
ス
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を

セ
ッ
ト
で
合
計

セ
ッ
ト
配
布
し
ま
し
た
。

バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
に
お
い

て
も
輸
送
体
制
の
大
半
は
日
々

雇
用
労
働
者
で
ま
か
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
働

く
ル
ー
ル
が
不
透
明
な
こ
と
も

多
く
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
一

人
で
い
く
ら
会
社
や
行
政
に

い
っ
て
も
な
か
な
か
改
善
は
図

れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
、「
建
交
労
関

西
支
部
に
加
盟
し
、
バ
ラ
セ
メ

ン
ト
輸
送
で
働
く
者
の
労
働
条

件
改
善
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の

運
転
手
さ
ん
も
快
く
受
け
取
っ

て
頂
き
、
中
に
は
「
頑
張
っ
て

よ

ご
苦
労
様
」
と
声
も
か
け

て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
バ
ラ
輸
送
の
業
界
改

善
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

る
と
実
際
に
働
い
て
い
る
高
齢

労
働
者
の
多
く
は
「
現
在
の
生

活
の
た
め
に
お
金
が
必
要
」
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
ま

す
。い

つ
ま
で
も
働
か
ざ
る
を
え

な
い
社
会
を
つ
く
っ
て
き
た
日

本
社
会
も
問
題
で
す
が
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
も
、
近
畿
オ
イ

ル
サ
ー
ビ
ス
裁
判
闘
争
勝
利
を

め
ざ
し
、
引
き
続
き
奮
闘
し
ま

す
。

で
は
、
昨
年

月
に
日
本
郵
便

の
契
約
社
員
ら
に
各
種
手
当
や

休
暇
が
支
給
さ
れ
な
い
の
は
、

労
契
法

条
違
反
に
あ
た
る
不

合
理
な
格
差
だ
と
認
め
る
判
決

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
政
府
は

「
人
生

年
時
代
」「

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。

年
の
高

齢
労
働
者
は

年
連
続
で
増
加

し
、
前
年
比

万
人
増
の

万
人
。
し
か
し
人
財
サ
ー
ビ

ス
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
」
な
ど
、
具

体
的
根
拠
を
示

さ
ず
、
交
渉
で

の
前
進
は
望
め

な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、

年

月
に
裁

判
闘
争
に
入
り

ま
し
た
。

旧
労
契
法

条
を
争
点
に
し

た
最
高
裁
判
決

定
年
を
迎
え
再
雇
用
契
約
に
な

る
と
、
家
族
手
当
、
住
宅
手
当

お
よ
び
作
業
に
か
か
わ
る
危
険

物
取
り
扱
い
手
当
、
海
上
タ
ン

ク
に
問
題
が
起
き
た
場
合
に
対

応
す
る
小
型
船
舶
操
縦
士
手
当

が
支
給
さ
れ
ず
、
一
時
金
も
酒

肴
料
名
目
と
な
り
、
大
幅
な
減

額
と
な
り
、
現
在
は
定
年
前
と

比
べ
、
約

％
ま
で
賃
金
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
契
約
法

条
に
基
づ
き

改
善
を
求
め
て
団
体
交
渉
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、会
社
は「
職

務
内
容
、
責
任
は
定
年
前
と
同

じ
」
と
回
答
し
て
お
き
な
が
ら
、

「
親
会
社
丸
運
か
ら
グ
ル
ー
プ

内
に
制
度
が
な
い
、
近
畿
オ
イ

ル
も
同
等
の
取
り
扱
い
で
理
解

を
求
め
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
い

月

日

安安
心心
しし
てて
働働
きき
続続
けけ
らら
れれ
るる
環環
境境
づづ
くく
りり
をを

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

近近
畿畿
オオ
イイ
ルル
ササ
ーー
ビビ
スス
宣宣
伝伝
行行
動動

近
畿
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
宣
伝
行
動

月

日
早
朝
よ
り
、
兵
庫
県
尼
崎
市
の
近
畿
オ
イ
ル

株
式
会
社
尼
崎
油
槽
所
前
に
て
、
支
部

お
よ
び
近
畿

オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
分
会
当
該
組
合
員
と
共
に
「
近
畿
オ
イ

ル
サ
ー
ビ
ス
は
法
令
を
遵
守
し
、
不
合
理
な
賃
金
差
別
を

す
る
な
」
と
ビ
ラ
配
布
・
宣
伝
行
動
を
行
い
、
油
槽
所
に

出
入
り
す
る
親
会
社
「
丸
運
」
で
働
く
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
等
に
闘
争
ビ
ラ

枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

近
畿
オ
イ
ル

サ
ー
ビ
ス
分
会

の
組
合
員
は
、尼

崎
油
槽
所
の
構

内
作
業
を
請
け

負
っ
て
い
る
近

畿
オ
イ
ル
サ
ー

ビ
ス

で
働
い

て
い
ま
す
。
近

畿
オ
イ
ル
サ
ー

ビ
ス
で
は

歳

モモデデルル賃賃金金・・モデル賃金・
退退職職金金支支給給表表退職金支給表

関関西西支支部部加加盟盟でで関西支部加盟で
労労働働条条件件改改善善をを労働条件改善を

ババララ部部会会組組織織宣宣伝伝行行動動 月月 日日バラ部会組織宣伝行動 月 日

オ
ー
ナ
ー
会
と

が
合
意
書
に
調
印

産産
業業
別別
モモ
デデ
ルル
賃賃
金金
のの
確確
立立
、、

産
業
別
モ
デ
ル
賃
金
の
確
立
、

新新
規規
採採
用用
者者
のの
促促
進進
をを
めめ
ざざ
しし
てて

新
規
採
用
者
の
促
進
を
め
ざ
し
て



年 日 日 建交労 関西支部 （ 月号）

＠

関
西
支
部
の
様
々
な
取
り

組
み
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ビ
デ
オ

画
像
な
ど
は
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
・
印
刷
が
で
き
ま
す
。

「
建
交
労
関
西
支
部
」
で
検

索
。
以
下
の

コ
ー
ド
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

組
合
活
動
の
大
き
な
力

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

労供事業部員募集

セメント生
コンやトラッ
クの職場など
で日々雇用で
働きながら、
労働条件改
善・権利確保
などに取り組
む労働組合です。詳しくは、以下の電
話番号でお問い合わせください。
電話番号

理
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で

す
。「
実
際
に
関

西
の
現
場
視
察
を

行
い
、
関
西
の
洗

い
場
モ
デ
ル
を
首

都
圏
現
場
で
導
入

す
る
た
め
検
討
し

て
い
る
」
と
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
の
前
向

き
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て

現
場
実
態
を
示
し
、

現
場
内
で
の
安
全

確
保
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

い
る
」
と
す
る
社
が
多
く
、
一

定
の
認
知
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

誘
導
員
の
配
置
、
洗
い
場
・

洗
浄
水
の
処
理
に
つ
い
て
、
主

に
首
都
圏
で
は
こ
れ
ま
で
の
運

動
に
よ
り
、
現
場
内
で
の
洗
い

場
の
確
保
に
つ
い
て
は
少
し
ず

つ
改
善
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
専
属
の
誘
導
員
の
配
置
お

よ
び
現
場
内
で
の
洗
い
水
の
処

し
て
い
る
」
と
す
る
社
も
あ
り

ま
し
た
。

契
約
期
間
途
中
に
お
け
る
生

コ
ン
価
格
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

「
契
約
時
に
予
測
で
き
な
い
事

態
が
起
き
た
場
合
、
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
」「
契
約
時
の

予
想
を
超
え
る
、
燃
料
・
骨
材

の
高
騰
に
は
、
個
別
に
対
応
す

る
」「
協
同
組
合
の
要
請
は
、

頻
繁
に
あ
り
話
し
合
い
を
し
て

画
『
生
コ
ン
ワ
ー
カ
ー
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
』『
現
場
誘
導
員

編
』
の

と
、
同
じ
く
協

議
会
広
報
部
の
結

で
連

載
さ
れ
て
き
た
連
帯
労
組
の
実

態
を
暴
く
『
偽
装
労
組
』
の
縮

刷
版
を
提
出
し
ま
し
た
。

品
質
確
保
の
問
題
で
は
、
各

社
と
も
「
品
質
確
保
は
極
め
て

重
要
」
と
し
な
が
ら
「
現
場
で

の
試
験
を
終
始
実
施
し
て
管
理

残
コ
ン
、
戻
り
コ
ン
の
軽
減
、

現
場
責
任
で
廃
棄
処
理
、

誘

導
員
の
配
置
・
洗
い
場
の
確

保
・
洗
浄
水
の
処
理
な
ど
の
現

場
で
の
安
全
・
環
境
対
策
に
つ

い
て
要
請
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
参
考
資
料
と
し
て
、
生

コ
ン
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

お
よ
び
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
人

材
確
保
を
目
的
に
近
畿
生
コ
ン

関
連
協
議
会
で
作
成
さ
れ
た
動

「事故再発防止」対策会議（ 月 日）

事事故故発発生生原原因因・・事事故故防防止止のの事故発生原因・事故防止の
考考ええ方方をを学学ぶぶ考え方を学ぶ

月

日（
日
）午
前

時
か
ら
、
建
交
労
会
館
ホ
ー
ル

で
安
全
講
習
と
対
策
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
、

発
足
で
労
供
労
働
者
の
職
質
能
力
が
求
め
ら
れ
る
中
、

労
供
事
業
部
員
を
対
象
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

る

ゼ
ネ
コ
ン
東
京
本
社
要
請
行
動

月

日

日

実実
態態
調調
査査
資資
料料
をを
基基
にに

実
態
調
査
資
料
を
基
に

生生
ココ
ンン
のの
品品
質質
やや
価価
格格
なな
どど
をを
求求
めめ

生
コ
ン
の
品
質
や
価
格
な
ど
を
求
め

全
国
セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
部
会
は

月

日
と

日
の
両
日
、

建
交
労
建
設
産
別
対
策
委
員
会
と
連
携
し
て
、
第

次
と
な

る
ゼ
ネ
コ
ン
東
京
本
社
（
鹿
島
建
設
、
熊
谷
組
、
鉄
建
建
設
、

竹
中
工
務
店
、
大
林
組
）
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
、
関

西
支
部
か
ら
は
藤
川
書
記
長
、
岡
元
顧
問
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
要
請
行
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
行
動
と
な
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
側
の

理
解
と
協
力
の
も
と
開
催
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
へ
は
、
首
都

圏

現
場
、
関
西
圏

現
場
の
合
計

現
場
の

実
態
調
査
資
料
を
基
に
、

生

コ
ン
の
品
質
確
保
、

契
約
期

間
中
の
生
コ
ン
価
格
の
変
更
、

内
容
と
し
て
は
、
高
橋
副
委

員
長
を
講
師
に
、
事
故
再
発
防

止
の
資
料
を
基
に
「
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
法
則
」（

の
重
大

災
害
の
下
に
は
、

の
系
所
事

故
あ
り
、
そ
の
も
と
で
は

の
無
償
事
故
が
あ
る
）
を
例

と
し
て
、
事
故
発
生
原
因
・
事

故
防
止
の
考
え
方
、
そ
れ
等
を

踏
ま
え
て
、
事
故
防
止
対
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
組
合
員

人

人

か
ら
過
去
の
事
故
例
を
出
し

「
な
ぜ
こ
の
事
故
が
起
っ
た
の

か
」「
ど
う
し
た
ら
こ
の
事
故

を
防
げ
る
の
か
？
」
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
議
論
を

し
ま
し
た
。

今
回
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

後
に
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、

参
加
者
は
、
支
部
役
員
の
森
田

副
委
員
長
、
村
井
特
別
執
行
委

員
と
あ
わ
せ
て
半
数
で
し
た
が

全
員
受
講
を
前
提
に
、
今
後
も

回
、

回
と
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

大林組

竹中工務店

熊谷組

鹿島建設

鉄建建設


